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見えてる色は、それぞれ違う？！
　　　　色の見え方の違いを知ろう！！

体験することで理解できる！ 研修会・イベント等はいろいろな場所、形で実施できます。

Vol.5

2022 活動報告

　プランナーＡ氏から「カラーサポート企画」を見せられた時、胸いっぱいに感動が走った。果てしなく広がる可能性
への予感、2022年2月の事。それからいろいろあったけど、結果として、人の縁の不思議さと素晴らしさを痛感。なんと
強運なのだ！ クオリテイ高いアートイベントへ導いてくれたＡさん、Ｎさん。現場で色覚を多くの人に語ったＫさん、外
国の方に流暢な英語で説明してくれたＳさん、ブース訪問して手伝ってくれたＴさん、Ｙさん、Kさん、家族全員で来てく
れたＤさん一家、お土産持ってきてくれたＨさんとＭさん、A社長もご夫妻で参加。みんな有難う！！（高橋紀子）

編集後記

TrueColorsの新プロジェクト「カラーサポート」 第一弾
「UNKNOWN ASIA 2022」で実施！

美術展などで簡易型色覚機能レンズ「Reading Colors AD」を貸し出すプロジェクト「カラーサポート」の第一弾を、10月
14、15、16日の3日間、ナレッジキャピタル コングレ コンベンションセンター（大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪 北
館 B2F）で開催された「紀陽銀行 presents UNKNOWN ASIA 2022」（主催：802 Media Works / UNKNOWN ASIA
実行委員会）で実施しました。

色が観賞の重要な要素の一つにもなっている美術展・アート展は、色がわかりづらい色覚少数派にとって、敬遠しがちな催
事・イベントです。しかし、色覚少数派の人でも、色の区別が分かりやすい簡易型の色覚機能レンズ「Reading Colors AD」
が貸し出されるサービス・仕組みがあることで、より多くの人々が、美術・アート作品を楽しむキッカケ、サポートになること
を意図した企画です。また同時に、イベントに来場される色覚多数派にも色の見え方について関心を持っていただく貴重な
機会だと考え企画されたのが「カラーサポート」です。

今回、「UNKNOWN ASIA 2022」の主催者である 802 Media Worksの担当者との縁があったこと、さらに、色覚多様性
ならびにTrue Colorsの活動、「カラーサポート」の主旨に賛同いただけたことから、急遽、この「カラーサポート」を実施す
る運びとなりました。

●紀陽銀行 presents「UNKNOWN ASIA 2022」について

2015年からスタートし、今年で8回目を迎えるアートフェア「UNKNOWN 
ASIA 2022」。多数のエントリーの中から厳選なる審査を経たアーティスト
約120組が出展。昨年に続き、グランフロント大阪ナレッジキャピタル コン
グレ コンベンションセンターを会場にして、新進気鋭のアーティストたちが
渾身の作品を展示、プレゼンテーションを行ないます。ジャンルはファインア
ート、イラストレーション、グラフィックデザイン、フォトグラフィー、インスタ
レーション、ファッションなど多岐に渡り、今年度も多種多様なアーティスト
が花を咲かせます。
主催は、802 Media Works / UNKNOWN ASIA実行委員会。

2022年 その他 TrueColorsの活動

～ NPO会員だより ～

■2022年6月15日(水)
■大阪市立育和小学校 5年生 83名

大阪市立育和小学校で、
「いろはいろいろ」
　　　　色覚のお話しの授業

■2022年9月27日(火)
■岸和田市立山滝小学校 3・4年生 24名

２５㎝くらいのムカデがいるよ！ ３㎝ほど
のカメムシも、、、キャー怖い！と悲鳴。岸
和田の奥地、動物の色の見え方クイズから
始まり、色のゲーム、体験、難しすぎる色覚
のお話しは、すっとばしながら終了。
結果、子ども達は楽しんで学んでくれた。

雨が降る中、東部市場駅まで。子どもだ
からって目線を下げずお話し。色のゲー
ム、体験と続け、ちょっと難しい色覚につ
いて。色の見え方少数派の子どもも、自分
に合ったレンズが見つかり、全体にノリノ
リで終了。

NPOの会員であれば誰でも自由に参加して、
活動についての意見や提案など行うことがで
きます。参加希望の方は連絡してください。

あらかじめ用意されてた質問は無視（笑）
晃瓶さんの聞きたいように矢継ぎ早に質
問が来る、あっと言う間の１５分間。すぎ
て１８分くらい、色の見え方少数派には、
きわめて衝撃的な会話だったらしく、そ
の後電話での質問や人生相談的なお話
しなどが多く寄せられた。

岸和田市立山滝小学校で、
「いろはいろいろ」
　　　　色覚のお話しの授業

■2022年11月14日(月)
■KBS京都ラジオ

KBS京都ラジオ
「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」
　　色覚バリアフリーがテーマ

　アメリカで生活を始めて1年が経過いたしました。こ
ちらは街中でマスクをすることもなく、コロナ禍前の生
活が戻っています。マスクをしている方が圧倒的なマイ
ノリティで、日本人との国民性の違いを感じます。
　さて、私は定期的にZoomでTrueColorsの皆様と
の会議に参加させて頂いていますが、チームとして様
々なプロジェクトの話が進んでいることに毎回驚かさ
れます。アメリカからもTrueColorsの一員として活動
を続けておりますが、1人で達成できることとチームで
達成できることの規模の違いを痛感しています。日本
のTrueColorsの会員の皆様に面白い情報がお届け
できるよう来年も新しいことに挑戦して活動を続けて
いきます！

1人でできることと、
　　　　　チームで達成できること

　本年度より活動しております、宮本と申します。
　活動の軸としては、『機能性色覚レンズ』の普及に努
めていきたいと思っています。日本に300万人いらっし
ゃるといわれる色覚少数派の方々が「見えにくい色」、
「混同しやすい色」を識別できるようになることで色の
バリアフリーを実現していきたいと思います。美術館
や映画館などの文化施設に貸出用の『機能性色覚レン
ズ』を置いていただきたいです。焼肉屋さんに置いてい
ただければ、肉が焼けていく色の変化を自分で認識で
きるようになります。銀行や郵便局に貸出用の老眼鏡
があるように、『機能性色覚レンズ』が日常に溶け込ん
でいる世界を実現したいと思っています。True Colors
のみんなで力を合わせて頑張ります。

貸出用老眼鏡のように、
　　　　　機能性色覚レンズの普及を

植村瑛一郎さんのアメリカンライフ 宮本靖浩さん（川崎市在住・渋谷区勤務）

アメリカ～大阪～神戸～東京を繋いで

月1回、Zoomで
NPOのオンライン定例会を開いています

植村さんもTwitterを始めました
フォローをよろしく！

← Truecolors.official.npo
　　@TruecolorsNPO

（製薬会社勤務　アメリカに海外赴任中） （総合雑貨メーカー勤務）

NPO法人True Colors →
　@True_Colors001



読売新聞（2022年11月2日）

具体的には、期間中「UNKNOWN ASIA 2022」の会場内に、True Colorsのブースを設置し「カラーサポート」を行いま
した。ブースには、一昨年実施したクラウドファンディングで制作したダブルビジョンＴシャツを壁に飾り、そのダブルビ
ジョンデザインを利用した高さ2ｍ近くある大きなバナーを目印に立てました。ブースの机には「色の見え方に不安のある
方へ」と書かれたPOPと、貸し出される「Reading Colors AD」を用意。また、体験レンズ、色覚機能性レンズなど、これま
で学校などで実施してきた「体験会」で使ってきたツールを揃えて臨みました。

急遽決まったこともあり、「UNKNOWN ASIA 2022」が行う広報宣伝などに「カ
ラーサポート」についての案内が、掲載・露出されることはありませんでしたが、
会場入口近くの目立つ場所にブースを設定いただいたこともあり、イベント開始か
ら終了まで、True Colorsのブースにはコンスタントに来場者が立ち寄っていただ
けました。ブースに立ち寄られた来場者へは、装飾されているＴシャツデザインや
用意したツールを使った色覚についてのレクチャーを実施。今回のメインとなる
「Reading Colors AD」を貸し出す「カラーサポート」には、会期3日間で10名の色
覚少数派の方々がブースに立ち寄られ、それぞれ簡易型色覚レンズを携帯してい
ただき、会場内に展示された多くのアート作品を鑑賞いただきました。「Reading 
Colors AD」を借りた少数派の方々には好評で、販売して欲しいとのありがたい意
見や、「これまで自分が見てきた色の世界が変わることが恐怖に思える」といった
思わぬ貴重でリアルな当事者の意見を得られました。

True Colorsのブースに立ち寄られた多くの方々の中には、出展しているアーティスト
をはじめ大学教授、メディア関係者、美術展の主催者など、社会への影響力のある
方々もおられました。いずれの方々もTrue Colors、「カラーサポート」に関心を寄
せていただき、改めて色覚について認識いただくキッカケになったことと思います。
なにより、このようなインフルエンサーとのつながりが出来たことで、True Colorsの
今後の活動・展開が、より有意義なものになると期待するとともに積極的に行動し
たいと考えています。実際に今回の「カラーサポート」の実施で、読売新聞大阪本
社版 夕刊での記事掲載、ラジオ番組への出演など（後述）、良い影響が出ていま
す。
企画立案から1年弱、ようやく“初めの第一歩”を踏み出した「カラーサポート」プ
ロジェクト。色との関わりが深いアート・美術イベントには、必然のサービスではな

いかと改めて考えました。また、このサービス、仕組みは、いろいろな企業の社会的責任を担う意味のある活動として支援
いただけることを期待しています。

今後、「UNKNOWN ASIA 2022」でのカラーサポートを、実績の1つとして、アートイベント、美術展の主催者にPR、実施
件数を増やしていきたいと考えています。
さらに、美術展のみならず、焼き色の判断が難しいなどの飲食店、色のコーディネートに不安があるアパレルなど、カラーサポ
ートがより役に立つと考えられる様 な々シチュエーションでの展開を検討し、実施に向け行動していきたいと考えています。

「Reading Colors AD」は、多数の種類があるレンズの中から
利用者の多い2種類に絞り込み、小型で携帯性を高め、
コストを抑えた製品です。

製造メーカーであるネオ・ダルトン社も、いずれ販売することを
視野にいれていますが、まだ開発段階のプロトタイプで、
この企画のために試作品を提供いただいています。

期待以上の成果。次の展開へのヒント。
True Colorsの未来へのマイルストーン「カラーサポート」

簡易型色覚機能レンズ「Reading Colors AD」

読売新聞で紹介されました！
「色覚少数派 アート楽しんで　美術館に補助レンズ 普及目指す」

　少数派の人から「ルノワールの絵の魅力がわからない。美術館に
も行かない」と聞き、その際に補助レンズを使って画集を見てもらう
と「見えていなかった色が見え、こんなにきれいだと初めて知った」
と感動された。高橋さんは「少数派の人も普通にアートが楽しめる
手助けがしたい」との思いから、今回の取り組みを企画した。

　しかし、補助レンズは少数生産のため、両眼で10万円近くする高価
なもの。今回、旧知のレンズ製造会社の協力で折りたたみ型の簡易
補助レンズ（縦8センチ、横4センチ）の試作品（1個1万円程度）を譲
り受けることができ、企画が実現した。
　大阪市北区のグランフロント大阪で10月中旬に開かれたアートイ
ベントでは、アーティスト約120組が作品を展示。NPOもブースを出
して簡易型レンズ5個を無料で貸し出すと、少数派の10人が補助レ
ンズを使ってカラフルな絵画や立体作品を鑑賞した。
　赤や緑が見えにくいというグラフィックデザイナーの中西克己さん
（48）は、普段は多数派の色の見え方を予測して色を塗り、制作活
動を行っている。補助レンズを通して見た絵画に「見えない色が見
えた。手軽に使えて便利でとてもいい」と笑顔をみせた。

　高橋さんは「補助レンズがあれば、少数派の人たちが敬遠しがち
なアートを楽しめるようになる。役所にある老眼鏡のように、様々な
美術館などに常備してもらい、貸し出せるようにしたい」と意気込ん
でいる。


